貧者 の 魔術 書 


数 と 概念 と 形 


例え ば 、 重 気 楼 に は 、 坪 気 楼 を 見 る 肉眼 、 重 気 楼 の 元 と 成っ た 実際 の 物 、 
重 気 楼 を 作る 光 と いっ た 物 、 屈 折 と いう 昼 気 楼 が 出来 る 論理 が 必要 で ある 。 


幻 に は 、 幻 を 受け 取る も の 、 幻 の 元 と 成る も の 、 幻 を 作る も の 、 幻 が 出来 
る 論理 が 必要 で ある 。 
全く 何 も 無 いと 、 幻 も 存在 で き な い 。 


紀 か 否 ( い な ) か は 、 さ て お き 、 思 考 が 存在 する 。 
だ か ら 、 何 も の か が 存在 する 。 
さら に 、 思 考 的 な 精神 的 な 概念 的 な も の が 存在 する 。 


魔術 師 エ リフ ァ ス レヴ イィ は 1810 年 に フラ ンス で 生ま れ 1875 年 に 亡 く 
か 5 た 。 

も う フ ラン ス に は エリ ファ ス レヴ イィ は いな いし 、 イ ギリ ス に も エリ ファ ス 
レヴ ィ は いな い 。 

フラ ンス で あろ うと イギリス で あろ うと 、 全 て の 場所 で 、 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ が いな い の は 同じ で ある 。 


全て の 場所 で 、 無 いも の が 無い の は 同じ で ある 。 
全て の 場所 で 、 無 は 意味 的 に 同じ で ある 。 
無 に は 普遍 性 が 有る 。 


複数 の 点 は 、 同 じ 座 標 に 同時 に 存在 で き な い 。 

唯一 の 点 だ けが 、 あ る 座標 に 存在 で きる 。 

し か し 、 複 数 の 点 の うち 、 あ る 点 は 別 の 点 と 「 存 在 す る 」 と いう 意味 で は 
同じ で ある 。 

ある 存在 は 別 の 存在 と 「 存 在 す る 」 と いう 意味 で は 同じ で ある 。 

ある 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 と いう 意味 で は 同じ で ある 。 

存在 に は 存在 性 と いう 唯一 性 が 有る 。 

存在 性 は 唯一 性 で ある 。 


普遍 な も の で あり 唯一 な も の は 絶対 な も の で ある 。 


ある 存在 と は 異な る 、 別 の 存在 が 存在 する 。 
ある 存在 と 別 の 存在 を 区 別 で きる の は 位置 な ど が 異な る か ら で あ る 。 


ある 存在 と 別 の 存在 は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 で は 同じ で ある が 、 異 な る 
も の は 異な る 。 

ある 存在 と 別 の 存在 を 同時 に 認識 する に は 、 あ る 存在 と 別 の 存在 を 包含 す 
る 第 3 の 存在 が 必要 で ある 。 


ある 存在 、 別 の 存在 、 第 3 の 存在 は 「 存 在 す る 」 と いう 意味 で は 同じ で あ 
る 。 

ある 存在 、 別 の 存在 、 第 3 の 存在 は 存在 性 と いう 意味 で は 同じ で ある 。 

存在 性 と いう 唯一 性 に よっ て 、 あ る 存在 、 別 の 存在 、 第 3 の 存在 を 同時 に 
認識 し て いる 。 


存在 性 と いう 唯一 性 に よっ て 数 1、 数 2、 数 3 は 統一 され て いる 。 
存在 性 と いう 唯一 性 は 統一 性 で ある 。 


存在 性 、 唯 一 性 、 統 一 性 に よっ て 数 1、 数 2、 数 3 は 互い に 足す 事 が で き 
る 。 


3+]1=4 
3+ フ =5 
3+3=6 


数 6 で 足し 算 が 保証 され て (無限 以外 の 有限 の ) 全 て の 数 が 表れ る 。 


有限 と いう 概念 に 気づく と 、 無 限 と いう 概念 に 気づく 。 


足 ( た ) し て 増やす 事 は 無限 に 可能 で ある 。 
無限 が 存在 する 。 


想像 の 中 で 、 形 を 無限 に 拡大 で きる し 、 形 を 無限 に 分 ける 事 が で きる 。 
形 は 無限 の 上 に 存在 し て いる 。 


数 は 2 進 法 で 表せ る 。 
数 は 数 0 と 数 1 の 組み 合わ せ で 表せ る 。 
数 は 無 と 存在 の 組み 合わ せ で ある 。 


円 を 描く に は 、 円 を 描か な い 場 所 と 、 円 を 描く 場所 が 必要 で ある 。 
形 は 無 と 存在 の 組み 合わ せ で ある 。 


数 と 形 は 無 と 存在 の 組み 合わ せ で ある の で 、 数 と 形 は 組み 合わ せる 事 が で 
さる 。 

例え ば 、 立 方 体 や ビラ ミッ ド の よう な 四角 鈴 と いっ た 穴 の 無い 多面 体 は 、 
頂点 の 数 - 辺 の 数 + 面 の 数 =2 で ある 。 


形 は 無 と 存在 の 組み 合わ せ で ある の で 、 形 同士 を 組み 合わ せる 事 が で きる 。 
例え ば 、 射 影 幾 何で ある 。 


数 は 無 と 存在 の 組み 合わ せ で ある の で 、 数 同士 を 組み 合わ せる 事 が で きる 。 
例え ば 、1000 グラ ム を 1 キロ グラ ム と する 単位 で ある 。 


と ころ で 、 

有限 が 先 で 、 無 限 は 後 か ? 

無限 が 全く 無い 時 に 、 有 限 が 有限 か ら 無 限 を 創造 し た の か ? 

どん な に 大 きく て も 、 有 限 を 有限 に 足し て も 無限 に 到達 で き な い の に ? 
無限 は 有限 の 中 に 潜在 し て いて 、 後 に 、 表 れ た の で は な いか ? 


形 は 無限 の 中 に 潜在 し て いて 、 後 に 、 表 れ た の で は な いか ? 


形 は 概念 の 中 に 潜在 し て いて 、 後 に 、 表 れ た の で は な いか ? 


無 に は 普遍 性 が 有る の で 、 数 0 に は 普遍 と いう 概念 が 有る 。 

存在 に は 存在 性 と いう 唯一 性 が 有る の で 、 数 1 に は 存在 、 唯 一 性 と いう 概 
念 が 有る 。 

数 2 に は 区 別 と いう 概念 が 有る 。 

数 3 に は 包含 と いう 概念 が 有る 。 

数 4 に は 統一 と いう 概念 が 有る 。 

数 6 に は 有限 と いう 概念 が 有る 。 

数 7 に は 無限 、 潜 在 と いう 概念 が 有る 。 

数 8 に は 形 と いう 概念 が 有る 。 

数 10 に は 単位 と いう 概念 が 有る 。 


数 に は 概念 が 存在 する 。 


円 を 特定 する に は 3 つの 座標 が 必要 で ある 。 
数 3 の 形 は 円 で ある 。 


数 に は 形 が 存在 する 。 


数 に は 概念 と 形 が 存在 する 。 


数 と 概念 と 形 を 4J の よう に 疑う 事 は で き な い 。 


数 と 概念 と 形 を 基礎 と する 事 で 疑い 無し に 思考 を 始め られ る 。 


和 善 は 、 時 間 の 変化 と 無関係 で ある し 、 場 所 の 違い と 無関係 で ある た め 、 知 
に は 普遍 性 と 唯一 性 が 有る の で 、 善 に は 絶対 性 が 有る 。 
秋 に は 事情 の 考慮 が 必要 で ある 。 
は 思考 が 必要 で ある 。 
思考 する 善 が 神 で ある 。 
無意識 に まで 高め られ た 神 の 思考 が 善 で ある 。 
無意識 に まで 高め られ た 神 の 論理 が 数 と 形 で ある 。 


善良 な 心 は 美しい 振る 舞い に 表れ る た め 、 心 は 形 に 表れ る の で 、 奇 跡 を 信 
じ る 。 


「 無 い 」 と か 「 有 る 」 と か 話す 事 が で きる も の に は 、 普 遍 性 と 唯一 性 が 有 
る の で 、 絶 対 性 が 有る 。 

人 で ある 私 は 、「 い な い 」 と か 「 い る 」 と か 話す 事 が で きる も の で ある が 、 
絶対 性 が 無い 「 弱 い 者 」 で ある た め 、 幻 の よう な 者 で ある の で 、 絶 対 者 で あ 
る 神 が 存 在 す る と 信じ る 。 


普遍 性 を 男性 性 と 仮定 し 、 唯 一 性 を 女性 性 と 仮定 する と 、 一 夫 一 婦 制 と 一 
夫 多 妻 制 は 正しい 。 


概念 に は 形 が 有る 。 
魂 に も 形 が 有る 。 
魂 に も 肉体 と は 別に 体 が 有る 。 


数 0 
無 普遍 男性 先行 超越 無駄 が 無い 消す 無 私 
眠り 


数 1 
存在 唯一 性 女性 た ち 開始 最初 時 一 途 ( い ちず ) 独占 愛 喜び 自分 献身 


0+1=1 
絶対 犬 銀 ( オ オカ ミ ) 猫 ( ネ コ ) ライ オン 曲 花 樹木 蝶 ( チ ョ ウ ) の 羽 機械 宝石 
星 イル カ 竜 和 鳥 不 壊 強化 


数 2 

別 他 全て 部 分 全体 区 別 異な る 個性 増殖 複製 変化 相手 隔絶 不可 侵 恥じ 
らい 終端 最後 大 小 前 提 必要 複数 集団 社会 法 

線 

思う 直感 説 知 意識 


数 3 

包含 結合 固体 自身 所 有 完全 完了 満ち る 途中 経過 未 熟 な 緑色 の 果実 方 法 
道具 外部 を 取り 込む 外部 か ら 閉 ざす 

円 正三 角形 平面 中 点 

考え る 自覚 


数 4 

統一 液体 頭 静 けさ 平和 保守 相手 の 立場 に 立つ 思い や り 優し さ 専有 排他 
逸 ( そ ) ら す 反射 超 法 規 的 措置 白 青 銀 

球 正方 形 空間 

知る 想像 夢 


数 5 
自転 回 転 動き 軸 中 心 気体 感覚 力 交流 体 鼓舞 音楽 赤 黄 金 
回 転 する 球 正 五 角 形 五 詞 星 


数 6 

有限 見 る と 見 られ る 複数 同時 並行 足し 算 順序 前 進 向上 秩序 上 の 者 は 下 
の も の を 自由 に で きる 同化 一 蓮 批 生 紫 

部 分 的 に 重なる 2 つの 円 正六 角形 六 世 星 

理解 


数 7 
無限 数 潜在 
螺旋 (らせん ) 


記憶 


数 8 
形 数 と 形 の 組み 合わ せ 2 進 法 反作用 反転 
8 の 字 に 絡 ( か ら ) み 合う 2 匹 の 蛇 八 選 星 伏 義 の 八 填 


数 9 

形 と 形 の 組み 合わ せ 射影 有 何 電気 磁気 重力 男性 の 家 は 女性 の 家 女性 の 家 
は 男性 の 家 身代わり 

十字 凸 を 凹 に は め た 正方 形 中 心 が 同 じ 小 さ な 円 と 大 き な 円 二 の 河 図 垂直 
の 線 を 水平 の 2 つの 線 に は め た 十字 中 心 が 1 上 下 左右 が 2 の 十字 


数 10 
数 と 数 の 組み 合わ せ 単位 極小 極大 結婚 
中 心 が 同じ (中 心 ) 点 と 小さ な 円 と 大 き な 円 


O1 ト OO DD ビビ 


~^| の 


( 〇 の 


10 





雨 の 河 図 


618 
53 
294 


雨 の 河 図 の 奇数 


本 前 


x3-10 の 余り へ x3ー10 の 余り 
| Y 
『」 D 3 


4 | 
x3ー10 の 余り n x 3 二 10 の 余り 


oe ュー 


哉 の 河 図 の 偶数 
x2-10 の 余り x2-10 の 余り 


x2 一 10 の 余り 
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神 と 悪 と 女性 性 と 創世 


無 の 普遍 性 の 男性 神 、 存 在 の 唯一 性 の 女神 た ち 、 絶 対 性 の 犬 の 神 と いっ た 
人 以外 の 神々 が 存在 する 。 


普遍 神 は 1 人 だ け で ある が 、 神 は 無限 に 分 身 で きる 。 
普遍 神 だ けが 男性 で ある 。 
普遍 神 の 個性 が 男性 性 で ある 。 


絶対 神 た ち は 、 女 神 た ちの 母 で ある が 、 娘 の よう に 女神 た ち に 甘え る 。 


女神 た ち は 姉 妹 の よう に 仲 が 良い 。 


神 だ けが 存在 する 。 
矢 だ けが 存在 する 。 


悪 は 免疫 (めん えき ) の た め の 仮想 敵 で ある 。 

善 は 快楽 で 、 悪 は 不快 な の で 、 悪 か ら 遠 ざか り 、 善 か ら 少 し 外れ て も 、 す 
ぐに 善 へ 戻る 。 

悪 は 、 神 に と っ て は 「 神 で は 無い 」、「 善 で は な い 」 と いう 架 空 の 状 ) 
し て の み 存 在 する 。 

悪 は 善 無し で は 存在 で き な い 。 


【 と 


ルレ 


神 に 優劣 は 無い 。 
神 の 中 に 劣悪 な 物 は 無い 。 


神々 に 優劣 は 無い 。 
劣悪 な 神 は 存在 し な い 。 


神々 の 中 に は 、 母 女 の よ うな 、 姉 妹 の よう な 、 愛 し 愛さ れる 、 良 い 意 味 で 
の 上 下関 係 は 存在 する 。 


男性 神 は 、 絶 対 神 た ち を 明 散 し 、 惚 れ た 弱み で 女神 た ち に 弱い 。 

女神 た ち は 、 絶 対 神 た ち を 長 敬 し 、 惚 れ た 弱み で 男性 神 に 弱い が (表面 上 
は ) 凛 と し て いる 。 

絶対 神 た ち は 、 女 神 た ち を 大 事 に し て いる 。 


ある 意味 で 、 


絶対 神 た ち > 女神 た ち > 男性 神 
で ある 。 


神 は 、 無 限 か ら 無 限 へ 無限 に 向上 し て いる 。 


「 最 初 」 か ら 、 神 々 は 神 性 を 神 の 光 と し て 放っ て いる 。 

絶対 神 た ちと 女神 た ち は 神 性 を 神 の 光 と し て 放っ て いる 。 

男性 神 は 神 性 を 、 導 と し て 、 ま た は 、 悪 を 無く す と いう 意味 で は 神 の 光 と 
し て 、 放っ つて いる 。 

神 の 光 が 結 実 し た 物 で ある 、 人 の 神 の 体 に は 、 異 性 に 感化 され て 、 性 器 が 
有る 、 の か も し れ な い 。 


神 の 光 に 満ち て いる 世界 は 、 神 で は な い 者 に と っ て は レー ザー の 海 の よ う 
な 物 で あり 、 神 で は な い 者 は 一 瞬 た り と も 存在 で き な い 。 


神 の 世界 で は 花 は 美しい 花びら の 複製 を 作 び ら と し て 散ら す 。 
神 の 世界 の 花 は 凌 び な いし 枯れ な い 。 


神 は 存在 し た いよ うに 存在 で きる 。 

神 は 好き な 姿 に 成 れ る 。 

幼女 で な いと 似合わ な い 服 装 、 ゴ スロ リ と いっ た 少女 で な いと 似合わ な い 
服装 が 存在 する 。 

美しい も の は 存在 する 。 

幼女 で な いと 似合わ な い 服 装 が 好き な 女神 、 少 女 で な いと 似合わ な い 服 装 
が 好き な 女神 が 存在 する 。 

幼女 の 姿 の 女神 、 少 女 の 姿 の 女神 が 存在 する 。 


女性 性 は 受容 性 で ある 。 

女性 に は 、 さ れ た い 願 望 が 有る 。 

女性 は 、 さ れる 想像 を する 。 

その た め 、 女 性 は 、 い け な い 男性 が 好き で ある 。 
女性 は 愛さ れ た いと 望む 。 

だ か ら 、 女 性 は 他 者 に 好 印 象 を 与え る 事 を 好む 。 


性 欲 と 美的 感覚 は 不可 分 で ある 。 

性 欲 を 除去 し て し まう と 、 根 が つなが っ て いる 、 美 的 感覚 も 、 ず た ず た に 
し て し まう 。 

女性 は 教育 熱心 で ある 。 

女性 は 、 性 欲 を きっ か け に 男性 を 引き 寄せ て 、 男 性 を 愛 に 導く 必要 が 有る 。 


存在 性 は 唯一 性 で ある 。 
真 の 女性 は 一 途 で ある 。 


存在 性 は 満ち あふ れる 。 

満ち あふ れる 存在 性 の 女神 は 、 内 面 的 に 完全 で あり 充実 し て いる の で 、 余 
剰 で 才 力 で 、 外 面 を 充実 させ る 。 

女性 は 外面 、 外 見 に 気 を つか う 。 

女性 性 は 客観 的 で ある 。 

真 の 女性 は 心 と 体 を 持て あま し て いる 。 

真 の 女性 は 、 は け 口 を 見 つけ る と 、 の め り 込 む 。 

真 の 女性 は 、 の め り 込 む の が 恐く て 、 無 理 に 抑え 込ん で いる 。 


信仰 、 希 望 、 愛 は 教会 と 女性 の 3 つの 言葉 で ある 。 

真 の 女性 は 、 信 じ て く れる し 信じ させ て くれ る し 、 失 望 し な いし 、 思 いや 
り 深 い 。 

使徒 、 聖 女 、 聖 人 が 、 大 衆 に 神 を 信じ させ る 事 が で きた の は 、 神 の 精神 で 
ある 思い や り を 体現 し て 見 せ た か ら で あ る 。 


女性 は 、 自 分 が 湧 れ て いた ら 、 他 者 が 湧 れ て いる の を 助け られ な い の で 、 
自分 は 岸 に いて 助け る 。 


真 の 女性 は 恥じ ら う 。 


真 の 女性 は 他 者 を 鼓 細 する の が 得意 で ある 。 


真 の 女性 は 他 者 を 懐柔 する の が 得意 で ある 。 
他 者 を 懐 末 す る に は 謙虚 で ある 方 が 有利 で ある 。 


女神 た ち は 闘 神 で ある 。 
真 の 女性 は 色 ら せる と 恐い 。 
優し い 人 ほど 怒ら せる と 恐い 。 


女性 性 は 愛 と 不可 分 で ある 。 

愛 は 独占 欲 で ある 。 

性 欲 と 愛 は 不可 分 で ある 。 

性 欲 を 除去 し て し まう と 、 根 が つなが っ て いる 、 愛 も 、 ず た ず た に し て し 
まう 。 

仮に 、 性 欲 が 全く 悪い 物 な ら ば 、 性 欲 を 人 に 与え た 神 は 愚か 者 に 成っ て し 
まう 。 

た だ し 、 人 の 生ま れ た 時 の 性 欲 や 美的 感覚 は 歪ん で いる 場合 が 多い 。 
神 の 人 は 、 他 人 の 性 欲 と 美的 感覚 を 直さ せる た め に 、 他 人 に 性 欲 を 禁欲 さ 


せ て 、 他 人 に 葛藤 させ る 。 


ギリ シャ 神話 の 例え 話 で 、 テ イレ シア ス は 、 女 性 は 男性 の 9 倍 の 性 的 な 快 


感 を 感じ る 、 と 話し て いる 。 


数 9 は 何 か の 例え か も し れ な い が 。 
この 世 の 女 性 の 肉体 は 不感 症 に 近い 。 


真 の 女性 は 、 自 分 を 快い も の に し て 、 他 者 に 献身 する 。 

真 の 女性 の 愛し 方 は 、 柚 身 、 上 自分 の 身 を 捧げ る 事 で ある 。 

その た め 、 真 の 女性 は 愛す る に 値する 相手 か どう か 慎重 に 見 極め る 。 

真 の 女性 は 該当 者 無し も 有り 得る くら い 上 厳し い 。 

真 の 女性 は 貞 波 で ある 。 

真 の 女性 は 、 自 分 が 貞 小 で ある と 知っ て いる だ け で は 駄目 で 、 男 性 に 貞 浅 
な 女性 で ある と 信じ させ る 必要 が 有る 。 


女神 は 闘神 で ある 。 
力 の 神 は 女神 で ある 。 
し か し 、 超 神 で ある 男性 神 は 力 比 べ で 力 の 女神 に 楽々 と 勝利 する 。 


真 の 女性 は 頁 源 な の で 、 女 神 た ちと 絶対 神 た ちの うち 、 絶 対 神 た ち が 男 性 
神 と 最初 に 接触 し た 。 

恐らく 、 絶 対 神 た ちの うち 、 犬 の 神 と 猫 の 神 が 男 性 神 と 最初 に 遭遇 し た 。 

この 世 で 、 犬 と 猫 が 、 人 の 愛玩 動物 の 代表 で あり 、 自 然 か ら 人 へ の 使者 で 
ある の は 、 大 の 神 と 猫 ( ネ コ ) の 神 が 男 性 神 と 最初 に 遭遇 し た 名 残 で ある 、 か 
も し れ な い 。 

「 こ の 世 」 は 神 の 世界 の 名 残 か 正反対 の も の か 劣化 し た も の の 単体 また は 
混合 物 で ある 、 と 言え る 。 

その た め 、 こ の 世 の 良 いも の 、 正 反対 の も の 、 改 善 を 考え る と 、 神 や 神 の 
世界 が わか る 場合 が 有る 。 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 


絶対 神 た ち は 可 愛 く 格 好 良く 美しい の で 、 男 性 神 は 絶対 視 た ち を 愛す る よ 
う に 成っ 5 
男性 神 と 絶対 和伸 た ち は 友 に 成っ た 。 


女神 た ち は 絶 対 神 た ち を 通し て 男性 神 を 見 た 。 

女神 た ち は 男 性 神 に 一 目 惚れ し た 。 

と 言う の も 、 真 の 女性 は 気 が 無い 相手 と は 話し た り も し な いか ら で あ る 。 

女神 た ち は 、 男 性 神 に 一 目 惚れ し た が 、 我 慢 し て 、 話 す 光 と し て 現れ て 、 
男性 神 と 話し て 、 男 性 神 の 人 と な り を 確か め る 事 に し た 。 

話す 光 は 、 視 覚 的 な 光 で あり 、 知 を 照ら す 光 で あり 、 心 を 暖め る 光 で あっ 
た 。 

男性 神 は 、 声 を 辿り 、 光 を 辿り 、 話 す 光 の 真 の 姿 を 暴く 事 が で きた が 、 し 
な か っ た 。 

愛す る 事 は 明 敬 の 念 を 抱く 事 で ある 。 

男性 神 は 、 絶 対 神 た ち を 愛し 明 敬 の 念 を 抱い て いた の で 、 絶 対 神 た ちと 母 
娘 の よう な 関係 に 有る 女神 た ち に も 長 敬 の 念 を 抱い た か ら で あ る 。 


女神 た ちと 男性 神 は 、 話 し 合っ て 、 知 的 に 愛し 合う よう に 成っ た 。 


女 神 た ち は 、 人 の 姿 と いう 真 の 姿 を 現 そ うと 思っ た が 、「 男 性 神 に 嫌 わ れ 
だ ら 、。、 ど うし よう 21」 と 思い 人 ん だ 。 

そこ で 、 女 神 た ち は 、 女 神 た ち が 男 性 神 の 心 と 体 の 履歴 を 記録 し 編集 で き 
る 権利 を 男性 神 に 求め た 。 

女神 た ち は 、 女 神 た ち を 愛し て いる 状態 の 男性 神 を 保存 し よう と し た 。 

また 、 女 神 た ち は 、 男 性 神 が 女 神 た ち を 嫌っ た ら 、 女 神 た ち を 好き に 成る 
よう に 、 保 存 し て いる 男性 神 の 心 を ね じ 曲 げ ら れる よう に し た か っ た 。 

愛 は 神聖 な 狂気 で ある 。 


その 代わ り と し て 、 男 性 神 は 、 絶 対 入 た ちと 女神 た ち が 自 分 の 身 の 安 全 を 
第 一 に する 事 を 曽 う よう に 求め た 。 


男性 神 は 、 女 神 た ち が 男 性 神 の 心 と 体 の 履歴 を 記録 し 編集 で きる 権利 を 女 
神 た ち に 与え た 。 


女神 た ち は 、 女 神 た ち が 自 分 の 身 の 安 全 を 第 一 に する 事 を 匠 っ た 。 
女神 た ち は 、 絶 対 神 た ち が 自 分 の 身 の 安全 を 第 一 に する 事 を 碑 う よう に 絶 
対 神 た ち を 懐柔 し た 。 


女神 た ち は 男 性 神 の 心 と 体 の 履歴 を 記録 し た 。 


そし て 、 女 神 た ち は 人 の 姿 と いう 真 の 姿 を 現し た 。 


女神 た ちと 男性 神 は 形 的 に も 体 的 に も 愛し 合う よう に 成っ た 。 


真 の 女性 は 貞 源 な の で 、 女 神 た ち は 男 性 神 に 結婚 を 求め た 。 
女神 た ち は 、 男 性 神 が 魂 を 女神 た ち に 捧げ る 事 を 求め た 。 


その 代わ り と し て 、 完全 に で は な いか も し れ な い が 、 男 性 神 は 女神 た ちの 
体 を 自由 に する 権利 を 求め た 。 


絶対 神 た ち を 仲介 し て 、 女 神 た ちと 男性 神 は 結婚 し た 。 

絶対 神 た ち 、 女 神 た ち 、 男 性 神 は 、 自 由 意思 と いっ た 与え られ な いも の 以 
外 の 神 性 を 与え 合っ た 。 

男性 神 は 男性 性 を 女神 た ち に 与え た 。 

女神 た ち は 女性 性 を 男性 神 に 与え た 。 


男性 神 は 、 女 神 た ちと 1 対 1 対応 する た め に 、 分 身 し た 。 

男性 神 は 、 分 身 す る た め に 、 自 身 を 複製 する た め に 、 自 身 を 客観 的 に 所 有 
し て いる 必要 が 有 っ た 。 

主観 的 に 所 有する 自身 と 客観 的 に 所 有 さ れる 自身 。 

父 と 息子 。 


さび し さや 砺 し み と い っ た 心痛 は 悪 で は な い の で 存在 する 。 

愛す る 人 示 り 「 自 分 が 、 自 分 で は な く 成 っ て 、 悪 く 成 っ た 場合 は 、 愛 され な 
く 成 る の で は ? 」 と 余計 な 心配 を する 時 が 有る 。 

男性 神 は 、 他 の 神々 を 愛し て いる の で 、 身 代わ り に 成っ て 、 他 の 神々 か ら 
心痛 を 永遠 に 自動 的 に 奪う 事 に し た 。 

男性 神 は 、 身 代わ り が 口 ( く ち ) だ け で は な い 事 を 表す た め に 、 神 に と っ て 
は 仮想 現実 の よう な 「 こ の 世 」 を 創造 し て 、「 こ の 世 」 に 堕天 と いう か 降臨 
し て 、「 こ の 世 」 で 受難 し て 実証 し た 。 

男性 神 は 、 架 空 の 悪 が 実在 する と 錯覚 する た め に 、 自 分 の 首 を 自分 で 絞め 
る よう に 自身 を 制限 し た 。 

男性 神 は 、 自 分 に つい て 自分 に 話し て 、 自 分 の 首 を 自分 で 絞め る よう に 自 
身 を 制限 し た 。 

男性 神 は 、 自 分 の 首 を 自分 で 絞め る た め に 、 自 身 を 客観 的 に 所 有 し て いる 
必要 が 有 っ た 。 

主観 的 に 所 有する 自身 と 客観 的 に 所 有 さ れる 自身 。 


父 と 息子 。 


絶対 神 た ちと 女神 た ち は 、 自 分 の 身 の 安全 を 第 一 に する 事 を 誓っ て いた の 
で 、 男 性 神 の 身代わり を 止め られ な か っ た 。 

男性 神 は 、 用 心して 、 絶 対 神 た ちと 女神 た ちと 良く 話し 合っ て 納得 し て も 
ら っ て か ら 、 こ の 世に 堕天 と いう か 降臨 し た 。 


悪 は 弱く 、 善 は 強い の で 、 男 性 神 の 堕天 と いう か 降臨 は 段階 的 で ある 必要 
が 有 っ た 。 

その た め 、 神 の 世界 と て 「 こ の 世 」 の 中 間 世 界 で ある 霊 の 冥界 が 創造 され た 。 
霊 の 冥界 の 中 に 、9 つの 天 が 創造 され た 。 

段階 が 位階 で ある 。 

そし て 、 こ の 世 と 人 が 創造 され た 。 


この 世 の も の は 神 で は な い 神 で ある 。 


悪 は 善 を 模 條 する 。 
杏 痛 に 涙し 泣く 姿 は 、 快 楽 で 瞳 が 潤 み 喘ぐ 姿 を 模 信 し て いる 。 


男性 神 が 、 女 神 た ちと 、 犬 と いっ た 人 以外 の 神々 の 身代わり に 成っ た 事 は 、 
の 世 の 人 の 形 に 表れ て いる 。 

この 世 の 人 の 尾 て い 骨 は 動物 の 尾 の 名 残 で ある 。 

この 世 の 男 性 の 陰 裏 は 、 こ の 世 の 女 性 の 大 陰唇 に 相当 する 。 

この 世 の 女 性 の 陰 核 は 男性 器 に 相当 する 。 


(「I 


神 の 世界 は 神 の 心 で 出来 て いる 。 

男性 神 は 、 他 の 神々 の 身代わり に 成っ て 、 他 の 神々 の 心 を リラ ックス させ 
て 、 神 の 世界 を 一 変 させ た 。 

男性 神 は 神 の 世界 の 変 時 者 で ある 。 

男性 神 は 他 の 神々 の 心 を 開発 し た 。 


カト リッ ク は 「 普 遍 の 」 を 意味 する 。 

カト リッ ク の 神 は 1 人 だ け で ある 。 

中 世 ま で 天使 は 男性 の 姿 で 描か れ て いた 。 

天使 は 神 の 聖霊 で ある 。 

神 の 聖霊 は 神 の 分 身 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 の 父 で ある 神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 
は 全て 男性 で ある 。 

カト リッ ク の 神 は 男性 神 で ある 。 


サタ ン は 悪 の 擬人 化 で ある 。 
へ ブラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 


9 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 隠 者 


9=4+2+3 で 、 
数 4 の 排他 と 数 2 の 隔絶 と 数 3 の 閉鎖 と いう 意味 に 解釈 する と 、 
9 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ に は 「 隠 者 」 が 描か れ て いる 。 


また 、9 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ に は (俗人 、 大 衆 を 遠ざけ る ) 「 思 
慮 」 が 描か れ て いる 。 

し か し 、9 番 目 の タ ロッ ト の 大 アル カナ に は 孤立 し て いる 人 が 描か れ て い 
る わけ で は な い 。 

神 は 、 人 が 、 ど の よう な 思考 の 下 で 、 ど の よう な 行動 を し た か に よっ て 、 
人 を 裁く 。 

そし て 、 神 の 精神 と は 思い や り で ある 。 

だ か ら 、 人 は 思い や りか ら 行 動 する 必要 が 有る 。 

思い や り は 他 者 を 必要 と する 。 


その た め 、9=4+5 で 、 

数 4 の 知 や 思い や り と 数 5 の 交流 、 つ まり 、 秘 伝 伝授 と いっ た (正しい 者 と 
の ) 知 的 な 交流 、( 隣 人 へ の ) 思 いや り に 満ち た 交流 と いう 意味 に 解釈 する と 、 

9 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ に は 杖 を 持っ た 「 祖 師 」、( 教 会 の )「 長 
老 」 が 描か れ て いる 。 


9 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ に は 、 ラ ンプ を 持ち 、 マ ント で 体 を 完全 に 
覆い 隠し 、 杖 に 寄り か か っ て いる 、 男 性 が 描か れ て いる 。 


9=4+2+3 で 、 

数 4 の 知 と 数 2 の 意思 と 数 3 の 「 考 える 」、 つ まり 、 知 力 と 意思 の 強 さ と 
考え る 力 と いう 意味 に 解釈 する と 、 

ラン プ は 知力 、 マ ント は 意思 の 強 さ 、 杖 は 考え る 力 を 意味 する 。 


9=2+3+4 で 、 

数 2 の 意思 と 数 3 の 「 考 える 」 と 数 4 の 知 、 つ まり 、 思 考 力 と 知力 と いう 
意味 に 解釈 する と 、 

数 9 は 人 や 神 の 力 の 心 的 な 部 分 の 全て を 表す 数 で ある 。 


9=3+3+3 で 、 

三位一体 の それ ぞ れ に お ける 三位一体 と いう 意味 に 解釈 する と 、 
数 9 は 神 の 反映 の 数 で ある 。 

だ か ら 、 冥 界 に は 9 つの 天 ( へ ブン) が 存在 する 。 


と ころ で 、 神 の 精神 、 神 の 教え 、 宗 教 の 基礎 は 、 愛 、 思 いや り で ある 。 

そし て 、 魔 術 、 学 問 の 基礎 は 、 知 、 論 理 で ある 。 

9=1+4+4 で 、 

数 1 の 愛 と 数 4 の 知 や 統一 、 つ まり 、 愛 と 知 の 統一 と いう 意味 に 解釈 する 
と 、 

数 9 は 基礎 イエ ソ ド で ある 。 


どこ の で 、 9 ニオ も 2 キ 3 で 、 

数 4 の 引き 寄せ と 数 2 の 相 と 数 3 の 物質 化 、 つ まり 、 引 き 寄 せ 相 殺し 物 
質 化 、 堕 天 と いう 意味 に 解釈 する と 、 

数 9 は 、 知 的 で は な い 狂 信 、 思 い 込み に よる 盲信 、 誤 っ た 物質 化 で ある 偶 
像 宗 拝 と いっ た 迷信 を 表す と 言え る 。 


18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 


18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 を 把握 する た め の 言 葉 は 「 神 で ある 
知 は 、 理 解 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 形 に 表れ て いる か ら で あ る 」 に 成る 。 


18=4+6+8 で 、 
数 4 の 知 と 数 6 の 理解 と 数 8 の 形 、 つ まり 、「 神 で ある 知 は 、 理 解 可 能 で 
ある 。 な ぜ な ら 、 形 に 表れ て いる か ら で あ る 」 と いう 意味 に 解釈 で きる 。 


18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 の 鍵 は 四 大 元素 の 十字 で ある 。 


18=3+4+5+6 で 、 


数 3 の 土 と 数 4 の 水 と 数 5 の 火 と 数 6 の 風 、 つ まり 、 地 水 火 風 の 四 大 元素 


と いう 意味 に 解釈 で きる 。 


地 水 火 風 の 四 大 元素 は 、 そ れ ぞ れ 、 数 9 の 図形 で ある 十字 の 上 下 左右 に 位 
置 し て いる 。 


地 水 火 風 の 四 大 元素 の 十字 で は 、 風 と 土 が 十字 の 上 下 に 、 火 と 水 が 十 字 の 
左右 に 相対 し て いる 。 


18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 の 象徴 的 な 続 で は 、 月 と ザリガニ が 
上 下 に 、 大 と 狼 ( オ オカ ミ ) が 左右 に 相対 し て いる 。 


ザリガニ は 新 月 や 満月 に 産卵 し や すい 。 

ザリガニ は 月 の 影響 を 受容 し て いる 。 

影響 を 発し て いる 月 と 、 月 の 影響 を 受容 し て いる ザリガニ は 、2 つ 1 組 の 
存在 で ある 。 


例え ば 、 牧 羊 犬 は 羊 を 守る 。 

狼 は 羊 を 襲う 。 

犬 と 狼 は 相対 する 存在 で ある 、 と 言え る 。 

た だ し 、 犬 の 祖先 は 狼 で ある 、 と いう 説 が 存在 する 。 

その た め 、 犬 と 狼 は 2 つ 1 組 の 存在 で ある 。 

18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 の 象徴 的 な 絵 で 、 犬 と 狼 の 2 頭 が 、 
それ ぞ れ 、2 つの 塔 に 鎖 で つなが れ て いる の は 「 犬 と 狼 は 2 つ 1 組 の 存在 で 
ある 」 事 を 補強 し て いる 。 


牧羊 犬 と 狼 の 中 間 で ある 十字 の 中 心 は 壮 で ある 。 

た だ し 、 ヨ ハネ の 黙示 録 に お ける 太陽 の よう な 壮 で ある 。 

18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 が 暗示 する 太陽 の よう な 羊 は 、19 
番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 太 陽 」 を 連想 させ る 。 


数 6 の 風 と 、 知 の 数 で ある 数 4 の 月 が 、 十 字 の 上 方 向 に 同じ く 位置 し て い 
る の は 「 神 で ある 知 は 、 理 解 可能 で ある 」 事 を 表し て いる 。 


土 の 頑固 、 水 の 優柔 不断 、 火 の 短気 、 風 の 気まぐれ 、 と いっ た よう に 、 悪 
徳 を 地 水 火 風 に 分 類 で きる 。 

ちな み に 、 逆 に 、 徳 も 地 水 火 風 に 分 類 で きる 。 

人 の 魂 は 地 水 火 風 の 悪徳 の 聞 の 中 を 血 が に じ む ほど の 苦労 を し て 迷い な が 
ら 中 証 と いう 十字 の 中 心 の 光 と いう 神秘 を 探求 する よう に 求め られ て いる 。 
18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 の 象徴 的 な 絵 に 、 血 の 点 在 す る 道 が 
再 か れ て いる の は 、 人 の 魂 は 血 が に じ む ほど の 昔 労 を し て 迷う 必要 が 有る 事 
を 表し て いる 。 

迷う 事 す らし な い 怠 必 な 人 は 、 ど こ に も 到達 で き な い 。 

迷っ た 事 が 有る 人 は 、 迷 っ て いる 人 に 助言 で きる 。 

地 水 火 風 の 悪 徳 の 聞 は 夜明け 前 の 夜 で ある 。 

地 水 火 風 の 悪徳 の 聞 の 中 を 無 目的 に さま よっ て いる 人 は 大 衆 に 過ぎ な い 。 
その た め 、18 番 目 の タ ロッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 は 「 痢 」、「 迷 い 」、 

「 不 明 」 、「 大 衆 」 と いう 、「 こ の 世 」 的 な 意味 を 持つ 。 

また 、18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 は 「 和 夜 」 と いう 意味 を 持つ 。 


18 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ 「 月 」 の 象徴 的 な 絵 で 、 月 か ら 雪 が 滴 っ て 
いる の は 、 月 と 水 の 関 連 性 を 表し て いる 。 


魔女 と いっ た 悪人 の 霊 の 魔術 師 が 太 薬 と いっ た 毒 を 月 夜 に 作っ た の は 、 毒 
盛っ た 対象 の 人 の 知性 を 毒 す る た めで あっ た 。 


アス トラ ル ライ ト ( 星 の 光 ) 


惑星 の よう に 人 の 肉体 は 光 を 反射 する 。 
太陽 と いっ た 星 の よ うに 神 の 体 は 光 を 放 て る 。 


人 の 肉体 は 、 気 体 の 蒸気 を 放つ 。 
人 の 肉体 か ら の 蒸気 は 、 液 体 の 汁 に 成る 。 
汁 は 乾く と 、 固 体 の 塩 に 成る 。 


神 の 体 の 光 は 、 香 と 成る 。 
神 の 体 か ら の 香 は 、 綺 麗 な 液体 と 成る 。 
神 の 体 か ら の 液体 を 、 神 の 衣 や 武器 と いっ た 神 の 世界 の 、 物 に 出来 る 。 


男性 神 の 体 の 光 を 劣化 させ た も の が 、 ア スト ラル ライ ト ( 星 の 光 )、 黄 金 の 
流体 、 オ ド で ある 。 
星 の 光 を さら に 劣化 させ た 物 が 、 人 の 肉体 と いっ た 、 こ の 世 の 物 で ある 。 


神 の ( 体 の ) 光 に 比べ る と 、 星 の 光 や 物質 は 劣悪 な 状態 な の で 、 す ぐに 、 神 
の ( 体 の ) 光 に 戻っ て し まう 。 
その た め 、 今 も 男性 神 は 星 の 光 や 物質 を 創造 し 続け て いる 。 


魂 に は 肉体 と は 別に 体 が 有る 。 

アス トラ ル ライ ト ( 星 の 光 ) は 、 ア スト ラル ボディ ( 星 の 体 ) を 形成 し て 、 魂 
の 体 と 、 了 肉体 を 仲介 し て いる 。 

星 の 光 の 鎖 で 、 魂 の 体 と 星 の 体 と 肉体 の 、 脳 、 心 臓 ま た は 鳩 尾 (みぞ お ち )、 
性 器 は つなが っ て いる 。 


魂 は 星 の 光 を 呼吸 する 。 
だ か ら 、 悪 人 が 近づく と 、 悪 い 思 考 に 襲わ れる 時 が 有る 。 
また 、 和 善良 な 人 が 隣 に いる と 、 良 心 が 芽 生え た り 、 改 心 す る 時 が 有る 。 


星 の 光 は 、 魂 と 、 肉 体 と いっ た 、 こ の 世 の 物 を 仲介 し て いる 。 

その た め 、 星 の 光 は 、 魂 か ら 概念 を 受け 取る し 、 こ の 世 か ら 結 果 を 形 と し 
て 受け 取る 。 

し た が っ て 、 星 の 光 に は 概念 と 形 が 蓄え られ る 、 事 に 成る 。 

星 の 光 は 、 概 念 が 言葉 で 書か れ 、 形 が 映像 で 描か れ て いる 、 神 の 書 で ある 、 


と 言え る 。 


川 


魂 は 、 思 考 と 話し た 言葉 と 行動 が 蓄え られ て いる 星 の 光 を 、 衣 と し て 、 星 
の 体 と し て 、 身 に まとう 事 に 成る 。 

魂 は 、 あ る 星 の 光 を 引き 寄せ 、 他 の 星 の 光 を し り ぞ ける 。 

清らか な 善良 な 魂 は 、 清 ら か な 善良 な 星 の 光 を 引き 寄せ 、 悪 く 汚染 され た 
星 の 兆 を し り ぞ ける 。 

その た め 、 清 ら か な 和 善良 な 魂 に と っ て は 星 の 体 は 天国 と 成る 。 

汚れ た 悪い 魂 は 、 悪 く 汚染 され た 星 の 光 を 引き 寄せ 、 清 ら か な 善良 な 星 の 
光 を し り ぞ ける 。 

その た め 、 汚 れ た 悪い 魂 に と っ て は 星 の 体 は 文字 通り 地獄 と 成る 。 


呼吸 する よう に 正反対 に 交互 に 星 の 光 に 働き か ける 必要 が 有る 。 


冷た さと 暖か さ を 交 互 に 感じ る 時 は 星 の 光 が 連続 し て 流れ て いる 。 


神 の 聖霊 の 魔術 師 は 、 神 の 聖霊 に よっ て 、 奇 跡 を 起こ す 。 
神 の 聖霊 は 、 星 の 光 に よっ て 、 こ の 世 で 奇跡 を 起こ す 。 


悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 星 の 光 に よっ て 見 聞き し た り 、 星 の 光 を 暴走 させ て 
異常 現象 を 起こ す 。 


悪人 の 霊 の 星 の 体 は 太陽 光 と つなが っ て いる 星 の 光 に 燃やさ れ 溶 か され て 、 
悪人 の 霊 は 苦痛 を 感じ る の で 、 太 陽光 か ら 悪 人 の 圭 は 逃れ て よう と する 。 

機械 に よる 光 も 星 の 光 と つなが っ て いる 。 

悪人 の 圭 は 、 類 似 の 欠点 を 通じ て 、 他 人 の 肉体 や 性 の 体 に ニュ ル っ と 入り 
込ん で 、 太 陽光 か ら 一 時 的 に 逃れ る 事 が 有る 。 


悪く 汚染 され た 星 の 光 は 、 冷 える と 、 外 部 は 硬く 、 内 部 は 肉 の よう に ブ ヨ 
ブ ヨ し た 、 汚 い 黒 い 螺 燃 の 将 の よう な 物 に 変わ る 。 


アス トラ ル ライ ト ( 星 の 光 ) を ダイ アモ ンド より 硬い アス トラ ル クリ スタ ル 
( 星 の 結晶 ) に 結晶 化 で きる 。 


目 、 親 指 、 手 の ひら 、 喉 は 星 の 光 を 放射 し や すく 引き 寄せ や すい 。 
「 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 反作用 を 
無効 化 で きる 。 


また 、 正 し い 知 者 は 呪い を は ね 返す 。 


星 の 光 は 、 存 在 性 、 唯 一 性 、 統 一 性 に よっ て 、 液体 の よう に 、 全 て の 物 に 
浸透 する 。 


肉体 と いっ た 物質 は 星 の 光 の 引き 寄せ と 放射 の バラ ンス で 創造 され て いる 。 
星 の 光 を 満た す の が 多 過 ぎ た り 速 過 ざさ た りす る と 、 肉 体 や 物質 を 破壊 し て 
し まう 。 
星 の 光 を 引き 寄せ 過ぎ た り 放 射 し 過ぎ る と 、 脳 を 含む 神経 の 病気 に 成っ て 
し まう 。 


奇跡 を 起こ す に は 神 の 様 な 者 に 成る 必要 が 有る 。 
男性 神 は 超 神 で ある 。 

奇跡 を 起こ す に は 超人 に 成る 必要 が 有る 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 神 の 模 信 者 で ある 、 と 言え る 。 


肉欲 を 超越 し た 超人 だ けが 星 の 光 を 凝 固 で きる 。 


神 の 楽園 の 隣 に 、 い き な り 、 こ の 世 が 存在 する わけ で は な い 。 
神 の 楽園 と 、 こ の 世 の 、 中 間 世 界 で ある 、 霊 の 冥界 が 存在 する 。 


神 の 世界 に も 太陽 と いっ た 星 が 存 在 す る 。 
太陽 の 姿 の 絶対 神 が 存 在 する 。 
絶対 神 で ある 太陽 神 が 存 在 する 。 


冥界 に も 太陽 が 存在 する 。 

男性 神 が 男 性 神 の 中 で 太陽 神 を 理 角 し た も の が 存在 する 。 

し た が っ て 、 冥 界 の 太陽 は 男性 神 と 太陽 神 の 性 質 を 帯び る 。 

冥界 の 太陽 は 男性 神 の 体 の 光 を 放つ 。 

冥界 の 太陽 は 概念 を 言葉 で 放つ 。 

冥界 の 太陽 は 、 こ の 世 の 太 陽 の 元 と 成っ て いる 。 

その た め 、 星 の 光 と 太陽 光 は つなが っ て いる 。 

五 亡 星 を 象 っ て いる 男性 神 の 体 の 光 、 星 の 光 、 太 陽光 、 機 械 に よる 光 は 五 
亡 星 と つなが っ て いる 。 


冥界 の 太陽 の 光 は 、 冥 界 の 下層 に 行く に つれ て 、 こ の 世に 近づく に つれ て 、 
劣化 し て 、 星 の 光 に 成る 。 

男性 神 の 体 の 光 は 、 冥 界 の 上 層 で 気体 に 成り 、 冥 界 の 下層 と 、 こ の 世 で 、 
液体 に 成る 、 と 言え る 。 

この 世 の 物 は 固体 で ある 、 と 言え る 。 


星 の 光 は 液体 で ある 、 と 言え る 。 

血 は 肉体 の 液体 で ある 、 と 言え る 。 

その た め 、 血 は 星 の 光 と つなが っ て いる 。 

霊 化 し て いる 血 が 星 の 体 を 構成 し て いる 。 

血 の 文字 が パン や 紙 に 浮か ぶ 異 常 現象 は 星 の 体 の 霊 化し て いる 血 が 物質 化 
し た 物 で ある 。 

悪人 の 霊 が 、 死 体 や 星 の 体 を 維持 する た め に 、 類 似 の 欠点 を 通じ て 、 他 人 
の 星 の 体 か ら 霊 化し て いる 血 を 奪う 時 が 有る 。 


「 エ メラ ルド 板 」 に は 「 太 陽 は 父 で ある 。 月 は 母 で ある 。 風 は 腹 に 抱く 。 
地 は 保母 で ある 」 と 記さ れ て いる 。 

月 は 、 太 陽光 を 反射 し て 、 太 陽光 と つなが っ て いる 星 の 光 に 感化 を 与え る 。 

星 は 「 星 の 光 」 に 感化 を 与え る 。 

水星 、 金 星 、 火 星 、 木 星 、 土 星 と いっ た 惑星 は 星 の 光 に 感化 を 与え る 。 


と ころ で 、 数 5 の 力 の 女神 と 数 4 の 知 の 女神 は 双子 の 姉妹 の よう な 者 た ち 
で ある 。 

太陽 輝 と つなが っ て いる 五 記 星 は 数 5 の 形 で ある 。 

数 4 の 女神 は 月 を 司 っ て いる 。 

だ か ら 、 太 陽 と 月 は 象徴 的 に 対 で ある 。 

それ で 、 太 陽 は 厳し さ を 表 し 、 月 は 思い や り を 表す 、 と 言わ れ て いる 。 

た だ し 、 数 5 の 力 の 女神 は 良い 意味 で 大 ら か さと 上 厳し さ を 持っ て いる し 、 
数 4 の 知 の 女神 は 良い 意味 で 思い や り と 冷た さ を 持っ て いる 。 

ちな み に 、 数 3 の 円 か ら 数 4 の 球 を 経て 数 5 の 回 転 へ 幾何 学 的 (きか が く て 
き ) に 向上 する の で 、 ま た 、 数 3 の 固体 か ら 数 4 の 液体 を 経て 数 5 の 気体 へ 向 
上 する の で 、 数 3 の 女神 と 数 4 の 女神 と 数 5 の 女神 は 三 姉 妹 の よう な 者 た ち 
で ある 。 


四 大 元素 と 物質 


数 3 か ら 数 6 まで の 4 つの 数 で 足し 算 が 保証 され て (無限 以外 の 有限 の ) 全 
て の 数 が 表れ る 。 


1+2=3 


3+]1=4 
3+2=5 
3+3=6 


古代 人 は 数 3 か ら 数 6 まで の 4 つの 数 を 土 、 水 、 火 、 風 と いう 四 大 元素 に 
例え た 。 

古代 人 は 数 3 か ら 数 6 まで の 4 つの 数 を 牛 、 人 (の 頭 )、 ラ イオ ン 、 ワ ン ( の 
細 ) の 特徴 を 持つ スフィンクス に 例 ( た と ) え た 。 


数 3 土牛 

数 4 水 人 (の 頭 ) 
数 5 火 ライ オン 
数 6 風 ワ シ ( の 糞 ) 


ワシ (の 細 ) は 、 霊 性 、 精 神 性 、 霊 化 、 精 神 化 の 象徴 で ある 。 


数 3 物質 化 緑 黒 

数 4 静 引 き 寄 せ 冷や す 青 白銀 

数 5 動 放射 し り ぞ ける 暖め る 赤 黄 金 

数 6 精神 化 圭 化 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 同化 浄化 紫 


0+1=1 や 1+1=2 は 足し 算 の 芽生 え で ある 。 

また 、 数 2 は 表れ の 芽生 え で ある 。 

数 1 に は 0+1=1 か ら 派 生 し た 強化 と いう 概念 が 有る 。 
数 2 に は 変化 と いう 概念 が 有る 。 


数 1 強化 

数 2 変化 

数 3 物質 化 緑 黒 

数 4 静 引 き 寄 せ 冷や す 青 白銀 

数 5 動 放射 し り ぞ ける 暖め る 赤 黄 金 

数 6 精神 化 圭 化 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 同化 浄化 紫 


物質 は 自由 意思 の 無い 物 で ある 。 

た だ し 、 神 の 世界 の 、 物 に は 、 自 由 意 思 の 代わ り に 、 持 ち 主 を 選ん だ り 自 
動 防御 する と いっ た プロ グラ ム が 有る 。 

この 世 で も 、 神 聖 な 書 物 は 持ち 主 を 選ぶ 。 


物質 化 は 無意識 化 で ある 。 
霊 化 は 同化 で ある 。 


物質 は 他 の も の に 与え る 事 が で きる 物 で ある 。 


物質 は 神 の 心 の 一 瞬 を 切り 取っ た 物 で ある 。 
物質 は 神 の 心 の 満ち あふ れ で ある 。 


物質 、 固 体 は 、 神 の 心 の 一 瞬 を 切り 取っ た 物 な の で 、 心 的 に 自然 科学 的 に 、 
重く 濃い 傾向 に 有る 。 
気体 は 、 心 的 に 自然 科 学 的 に 、 軽 く 希 薄 で 希少 な 傾向 に 有る 。 


霊 化 は 向上 で ある 。 

例え ば 、 自 分 以上 の 霊 と 交流 する に は 、 自 分 を 霊 化 させ て 向上 させ て 自分 
以上 の 寺 と 同化 する 必要 が 有る 。 

だ か ら 、 降 霊 術 と いう 名 前 は 不適 切 で ある 。 

自分 以上 の 寺 と 交流 し て いる 時 は 、 自 分 以上 の 霊 が 下降 し て いる の で は な 
く 、 人 が 自分 以上 の 霊 へ 上 昇 し て いる 。 


同化 され る の で は な く 同 化す る 必要 が 有る 。 
同化 する に は 向上 する 必要 が 有る 。 


肉体 の 死後 


肉体 が 死ぬ 時 は 、 両 目 の 視 界 が 一 瞬 で 真っ 暗 に 成る 。 


古い 星 の 体 だ け を まとっ た 状態 は 7 日 間 、 続 く 。 


古い 星 の 体 は 液体 で ある 、 と 言え る 。 
悪人 の 古い 星 の 体 は 、 固 体 の 一 歩 手前 の 、 液 体 で ある 、 と 言え る 。 


肉体 の 死後 、 星 の 光 に よっ て 、7 日 間 か け て 徐々 に 、 古 い 星 の 体 は 、 魂 に 
対応 し た 、 新 し い 星 の 体 に 変わ る 。 


正しい 人 の 霊 は 忘れ な い 。 
悪人 の 霊 は 学力 と いっ た 才能 と 記憶 を 失っ て いく 。 


悪人 の 霊 は 肉体 を 復活 させ よう と 試み る 。 
悪人 の 霊 は 死体 や 墓 の 近く を 浮遊 する 場合 が 有る 。 


悪人 の 霊 は 肉欲 に と ら わ れ て いる 。 

悪人 の 霊 は 悪夢 を 異性 に 見 させ る 場合 が 有る 。 

悪人 の 霊 は 、 生 前 、 楽 し く 過 ご し た 場所 を 浮遊 する 場合 が 有る 。 
悪人 の 霊 は 所 有 し て いた 宝 や 隠し た 宝 に 執着 する 場合 が 有る 。 


正しい 人 の 新しい 星 の 体 は 気体 で ある 、 と 言え る 。 

悪人 で は な い が 正 し いわ け で も な い 人 の 新しい 星 の 体 は 液体 の まま で ある 、 
と 言え る 。 
悪人 の 新しい 星 の 体 は 固体 で ある 、 と 言え る 。 


新しい 星 の 体 だ け を まとっ た 状態 も 7 日 間 、 続 く 。 


星 の 光 は 、 概 念 が 言葉 で 書か れ 、 形 が 映像 で 描か れ て いる 、 神 の 書 で ある 、 
と 言え る 。 

肉体 と の つなが り が 全く 無い 、 新 し い 星 の 体 だ け を まとっ た 状態 で は 、 星 
の 光 に 蓄え られ て いる 映像 と 言葉 を 自由 に 見 聞き で きる 。 


肉体 の 死後 、14 日 間 が 経つ と 、 正 し い 人 は 9 つの 天 に 入る 。 

肉体 の 死後 、14 日 間 が 経っ て か ら 、 知 行 の 報い が 尽き る と 、 悪 人 で は な い 
が 正しい わけ で も な い 人 は 、 別 の 肉体 を まとっ て 、 生 まれ 変わ る 。 

肉体 の 死後 、14 日 間 が 経つ と 、 悪 人 は 新しい 星 の 体 が 地獄 と 成る 。 


正しい 人 の 魂 は 、 星 の 体 を 大 気 中 の 星 の 光 の 中 に 残す 、 と 言え る 。 


13 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ は 「 死 」 で ある 。 

14 番目 の タロ ッ ト の 大 アル カナ に は 、 一 方 の 器 か ら 他 方 の 器 へ 液体 を 注ぐ 
天使 が 描か れ て いる 。 

14 番目 の タロ ッ ト の 絵 は 、 肉 体 の 死後 の 14 日 間 を 想起 させ る 。 


四 大 元素 の 霊 と 妖精 と ドワーフ 


四 大 元素 の 霊 は 不 完全 な 人 の 霊 で ある 。 

四 大 元素 の 圭 は 四 大 元素 の うち 1 つの 元素 に と ら わ れ て いる 。 

土 の 頑 固 、 水 の 優柔 不断 、 火 の 短気 、 風 の 気まぐれ 、 と いっ た よう に 、 悪 
徳 を 四 大 元素 に 分 類 で きる 。 

神 が 四 大 元素 の 霊 を 創造 し て いる 。 

四 大 元素 の 震 は 幼子 の よう な 者 で ある 。 

四 大 元素 の 霊 は 無邪気 で ある が 正しい 者 で は な い 。 

幼子 の 無知 に よる 脆弱 な 無邪気 と 、 賢 者 や 聖者 と いう 真 の 大 人 の 知っ て い 
て も 綺麗 な 真 の 清らか さ は 、 異 な る 。 

四 大 元素 の 震 の 思考 は 不 完全 で ある 。 

四 大 元素 の 霊 は 、 四 大 元素 の 霊 を 困ら せる 人 を 困ら せる 。 


た だ し 、 肉 体 を ま と わ な いで 神 の 聖霊 に まで 向上 する 四 大 元素 の 寺 が 存在 
する 。 


妖精 は 神 の 聖霊 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。 


ドワーフ は 善良 な ノー ム で ある 。 
ノー ム は 土 の 元素 の 霊 で ある 。 


口伝 で は 、 

ドワーフ は 「 最 初 の 巨人 」 の 死体 の 肉 で ある 大 地 か ら 生 じ て 土 の 中 に 住ん 
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ドワーフ は 神 と 相対 する 存在 で ある 。 

ドワーフ は 神 の 武器 な ど を 作れ る 。 


人 は 神 を 巨人 の よう に 無限 の 人 と し て 理解 し て いる 。 

ドワーフ は 土 の 元素 の 霊 で ある 。 

人 は 神 と 相対 する 存在 で ある 。 

ドワーフ は 人 の 霊 で ある 、 と 言え る 。 

土 の 元素 の 魔術 は 、 物 質 化 の 魔術 で あり 、 不 思 議 な 武器 な ど を 作れ る 。 


口伝 で は 、 ド ワー フ と は 神 が 人 に 似 た 姿 と 知性 を 明 に 与え た 者 で ある 。 

マル コ に よる 福音 9 草 48 侵 に は 「 地 獄 の 明 は 死な な い 」 と 記さ れ て いる 。 

アス トラ ル ライ ト は 、 悪 人 の 霊 の アス トラ ル ボディ を 溶解 する の で 、 幅 
に 例え られ て いる 。 

ドワーフ と は 神 が 人 に 似 た 姿 と 知性 を アス トラ ル ライ ト に 与え た 者 で ある 、 


と 言え る 。 


川 


男性 神 は 、 天 女 と いっ た 正しい 者 か ら 、 悪 人 と いっ た 悪い 者 へ 、 徐 々 に 、 
被 造物 を 創造 し た 。 


第 1 の 者 、「 こ の 世 」 を 無意識 に 破壊 し て し まう ほど 正しい 者 は 、 霊 
界 の 9 つの 天 に 留まっ て いる 、 天 女 な ど で あ る 。 

古代 に は 、 天 女 な ど は 、 こ の 世に 、 堕 天 と いう か 、 降 臨 と いう か 、 化 生 と 
し て 「 こ の 世 」 に あら われ る 事 が 有 っ た 。 


開 
〇 
則 


\ 
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第 2 の 者 、 正 し い 人 、 大 いな る 人 が 、 古 代 の 、 賢 者 、 聖 者 や 聖女 で ある 。 

第 3 の 者 、 悪 人 で は な い が 正 し いわ け で も な い 人 た ち が 「 こ の 世 」 に 増え 
始め た 時 に 、 男 性 神 が 、 人 に 成っ て 、 悔 ( く ) い 改め る よう に 人 々 に 教え て 、 
身代わり に 成っ て 、 殺 され た 。 


第 4 の 者 、 生 まれ た 時 点 で は 悪人 で ある 者 が 、 現 代 人 で ある 。 


た だ し 、 少 し 混ぜ て ある の で 、 古 代 に も 悪人 は いた し 、 現 代 に も 善人 は い 
る 。 


賢者 、 聖 者 、 聖 女 は 7 歳 で 心 が 目 覚め る 事 が 多い 。 


心 が 目 覚め る 人 は 4 つ に 分 けら れる 、 か も し れ な い 。 


心 が 7 歳 で 目覚 め る 人 

心 が 15 歳 で 目覚 め 始め 30 歳 で 目覚 め る 人 
心 が 15 歳 で 目覚 め 始め 60 歳 で 目覚 め る 人 
心 が 一 生 の 間 で は 目覚 め な い 人 


心 が 15 歳 で 目覚 め 始め 30 歳 で 目覚 め る 人 は 、 男 性 神 の 身代わり の 一 細 を 
担っ て 、 勉 強 が で き な か っ た り 、 生 きる の が 下手 だ っ た り 、 病 気 だ っ た り 、 
体 が 不 自由 だ っ た り 、 貧 し か っ た り 、 身 分 が 低かっ た り し て 、 苦 労 す る 事 が 


多い 。 


心 が 15 歳 で 目覚 め 始め 60 歳 で 目覚 め る 人 は 極 橋 で ある 。 


その た め 、 途 ト ら な いで 7 歳 の 人 か ら も 教わり 、 作 ト ら な いで 60 歳 の 人 に も 
教え る 必要 が 有る 。 


魔術 


魔術 は 、6 つ に 分 けら れる 。 


1 強化 の 魔術 

2 変化 の 魔術 

3 土 の 元 素 の 魔術 物質 化 

4 水 の 元素 の 魔術 引き 寄せ る 

5 火 の 元素 の 魔術 放射 し り ぞ ける 
6 風 の 元素 の 魔 術 霊 化 


この 世 の 人 の 魔術 は 、4 つ に 分 けら れる 。 


神 の 聖霊 に よる 魔術 

四 大 元素 の 霊 に よる 腐 術 
アス トラ ル ライ ト に よる 魔術 
悪人 の 霊 に よる 魔 術 


魔術 は 神 の 奇跡 の 模 信 で ある 、 と 言え る 。 
魔術 師 は 神 の 模 條 者 で ある 、 と 言え る 。 


川 


神 の 聖霊 と 四 大 元素 の 寺 は 、 ア スト ラル ライ ト に よっ て 、 超 常 現象 を 起こ 
す 。 

悪人 の 霊 は 、 ア スト ラル ライ ト に よっ て 見 聞き し た り 、 ア スト ラル ライ 
ト を 悪意 で 暴走 させ て 、 異 常 現象 を 起こ す 。 

「 力 」 が 有 れ ば 、「 神 の よう な 者 」 に 成っ た 時 に 、「 神 の 聖霊 に よる 腐 
術 」 を 使う 事 が で きる 。 


「 力 」 と は 心 の 力 で ある 。 
この 世 の 人 は 「 力 」 が 制限 され て いる の で 、 こ の 世 の 人 に は 、「 力 」 の 各 
種 に お ける 有無 や 、「 力 」 の 優劣 が 有る 。 


「 神 の 聖 寺 の 魔術 師 」 は 神 の 聖霊 が 確信 を 与え て くれ て いる 種類 の 魔術 を 
使う 事 が で きる 。 

「 神 の 聖霊 の 魔術 師 」 は 確信 が 有る 魔術 を 使う 事 が で きる 。 

「 神 の 聖 圭 の 魔術 師 」 は 、 徳 を 積 ( つ ) め ば 、 使 う 事 が で きる 魔 術 の 種類 が 
増え る 時 が 有る 。 


自分 の 心 を 清め る か 、 他 者 を 思い や れ ば 、 徳 を 積め る 。 


神 の 強化 、「 神 の 聖霊 に よる 魔術 」 の 「 強 化 の 魔術 」 は 、「 力 」 に よる 強 
化 な の で 無限 に 強化 で きる 。 


「 ア スト ラル ライ ト に よる 魔術 」 の 「 強 化 の 魔術 」 は 、 ア スト ラル ライ 
ト を 肉体 や 物質 に 満た し て 強化 する た め 、 ア スト ラル ライ ト を 満た す の が 多 
過ぎ た り 速 過ぎ た りす る と 肉体 や 物質 を 破壊 し て し まう の で 、 限 界 が 有る 。 


神 で ある 神 の 聖霊 に は 限界 は 無い の で 、「 神 の 聖霊 に よる 魔術 」 に は 限界 
は 無い 。 


「 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 、「 力 」 
が 有 れ ば 、 四 大 元素 の 徳 で 四 大 元素 の 霊 を 圧倒 し て いる 時 に 、「 四 大 元素 の 
霊 に よる 魔術 」 を 使う 事 が で きる 。 

例え ば 、「 力 」 が 有 れ ば 、 思 いや り と いっ た 水 の 徳 で 水 の 元素 の 霊 ウ ン 
ディ ー ネ を 圧倒 し て いる 時 に 、 水 の 元素 の 霊 ウ ン デ ィ ー ネ に よる 魔術 を 使う 
事 が で きる 。 

土 の 頑 固 、 水 の 優柔 不断 、 火 の 短気 、 風 の 気まぐれ 、 と いっ た よう に 、 悪 
徳 を 四 大 元素 に 分 類 で きる 。 

逆 に 、 徳 も 四 大 元素 に 分 類 で きる 。 


「 力 」 が 有 れ ば 、「 ア スト ラル ライ ト に よる 魔 術 」 を 使う 事 が で きる 。 


アス トラ ル ライ ト を 引き 寄せ 過ぎ た り 放 射 し 過ぎ る と 、 ア スト ラル ライ 
ト の 循環 の 流れ が 停滞 し て し まう の で 、「 ア スト ラル ライ ト に よる 魔術 」 に 
は 限界 が 有る 。 


アス トラ ル ライ ト を 引き 寄せ 過ぎ た り 放 射 し 過ぎ る と 、 脳 を 含む 神経 の 病 
気 能成 の で し まう 。 


「 土 の 元素 の 魔術 」 は 、 緑 色 や 黒色 の 冷た い ア スト ラル ライ ト で ある 。 

「 水 の 元素 の 魔術 」 は 、 青 色 や 白色 や 銀色 の 冷た い ア スト ラル ライ ト で あ 
る 。 

「 火 の 元素 の 魔術 」 は 、 赤 色 や 黄色 や 金色 の 暖か い ア スト ラル ライ ト で あ 
る 。 

「 風 の 元素 の 魔術 」 は 、 紫 色 の 暖か い ア スト ラル ライ ト で ある 。 


冷た さと 暖か さ を 交 互 に 感じ る 時 は 、 ア スト ラル ライ ト が 連続 し て 流れ て 
いる の で 、 魔 術 が 成功 し て いる 。 


「 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 、 正 し い 
人 の アス トラ ル ライ ト が 見 えな く 成 る よう に 正しい 人 が 望め ば 、 悪 人 に は 正 
し い 人 の アス トラ ル ライ ト が 見 えな く 成 る 。 


呼吸 する よう に 正反対 に 交互 に アス トラ ル ライ ト に 働き か ける 必要 が 有る 。 


「 土 の 元素 の 魔術 」 と 「 風 の 元素 の 魔術 」 を 交互 に 使う 必要 が 有る 。 
「 水 の 元素 の 魔術 」 と 「 火 の 元素 の 魔術 」 を 交互 に 使う 必要 が 有る 。 


正反対 に 交互 に アス トラ ル ライ ト に 働き か け な い と 、 ア スト ラル ライ ト 
を 引き 寄せ 過ぎ た り 放 射 し 過ぎ て し まう た め 、 ア スト ラル ライ ト の 循環 の 流 
れ が 停滞 し て し まう の で 、 「 ア スト ラル ライ ト に よる 魔術 」 を 一 時 的 に 使う 
事 が で き な く 成っ て し まう 。 


正しい 思考 、 正 し い 想 像 、 神 の 知 や 善 の 知 は 「 力 」 を 強め る 。 


呪文 と いっ た 言葉 、 身 振り と いっ た 行動 、 魔 法 陣 と いっ た 形 は 思考 と 想像 
を 強め る 。 


「 力 」 は 距離 に 比例 し て 減衰 する 。 


「 力 」 は 、 
素手 
剣 と いっ た 近 距 離 武器 
槍 と いっ た 中 距離 武器 
己 と いっ た 遠 距離 武器 、 ま た は 、 絶 対 神 の うち 機械 神 の 体 の 一 部 の 銃火 器 
雷 と いっ た 遠隔 攻撃 
機械 神 の 体 の 一 部 で は な い 銃 火器 
体 や 物 に 直接 働き か ける 直接 攻撃 
の 順に 減衰 する 、 と 思わ れる 。 


機械 神 は 、 こ の 世 の メ タリ ッ ク な 機械 的 な 昆虫 の 元 に 成っ た 神 で ある 。 


「 知 る 事 は 存在 させ る 事 で ある 、 と 言え る 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 、 
知覚 し て いる ほど 、 強 化し や すい 。 

機械 神 は 、 知 覚 力 が 優れ て いる の で 、 弾 な ど を 強化 で きる 、 の か も し れ な 
い 。 

神話 で は 、 月 の 女神 は 弓矢 を 武器 と する 。 

月 の 女神 は 、 数 4 の 知 の 女神 で ある 。 

月 と 知 の 女神 は 、 知 覚 力 が 優れ て いる の で 、 矢 を 強化 で きる 。 


「 知 る 事 は 所 有する 事 で ある 、 と 言え る 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 、 他 
人 の アス トラ ル ライ ト に は 干渉 し 難い 。 


アス トラ ル ライ ト の 循環 の 流れ の 輸 を 作れ ば 、 魔 術 の 威力 が 強まる 。 


心 を 1 つ に すれ ば 、 ア スト ラル ライ ト の 循環 の 流れ の 輸 を 作れ る 。 
心 を 1 つ に する 者 の 数 は 奇数 の 方 が 良い 。 
心 を 1 つ に する 者 の 数 は 3 人 が 最も 良い 。 


神殿 や 教会 で 祈 れ ば 、 願 い が 叶う 可能 性 が 高く 成る 。 


癒 (いや ) し の 魔術 は 「 強 化 の 魔術 」 で ある 。 

水 を 赤ワイン に する 魔術 と 、 錬 金 術 は 「 変 化 の 魔術 」 で ある 。 

出 エ ジ プ ト 記 16 章 の 糧 マナ を 作る 魔術 は 「 土 の 元素 の 魔術 」、 物 質 化 の 
魔術 で ある 。 

過去 や 遠隔 地 を 視 る 魔術 は 「 水 の 元素 の 魔術 」 で ある 。 

雷 の 魔術 、 火 の 魔術 、 見 た 者 を 麻痺 させ る 魔術 は 「 火 の 元素 の 魔術 」 で あ 
る 。 

四 大 元素 の 霊 や 悪人 の 霊 を 追い 払う 魔術 、 空 中 浮揚 の 魔術 は 「 風 の 元素 の 
魔術 」、 霊 化 の 魔術 で ある 。 

「 見 る と 見 られ る 」 と いう 魔術 の 原理 に よっ て 、 遠 隔 地 の 者 を 視 る 魔術 は 
相手 に 気づか れる 可能 性 が 有る 。 

「 上 の 者 は 下 の も の を 自由 に で きる 」 と いう 魔 術 の 原理 に よっ て 、 遠 隔 地 
の 者 を 視 る 魔術 で 相手 に 気づか れ な いよ うに で きる 。 


男性 神 の 魔術 は 、 無 に よっ て 消滅 させ る 魔術 、 身 代わ り に 成る 魔術 、 自 己 
欄 牲 に よっ て 「 力 」 を 強め る 魔術 な ど で あ る 。 


女神 た ちの 魔術 は 、 存 在 と いう 根 を 断ち 切り 存在 で き な く させ て 消滅 させ 
る 魔術 、 存 在 と いう 根 を お さえ て 操作 する 魔術 な ど で あ る 。 


神 は 、 空 間 を 歪め て 攻撃 を 逸 ( そ ) ら し た り 、 空 間 を つなげ て 鏡 の 様 に 攻撃 
を 反射 し た り 瞬 間 移動 し た り 、 空 間 を 隔絶 し て 攻撃 を 遮断 し た り 封 印 で きる 。 


童 は 魚類 と 虫 類 と いっ た 鱗 を 持つ 者 た ちの 神 で ある 。 
童 は 水神 で ある 、 と 言え る 。 


アス トラ ル ライ ト は 液体 で ある 、 と 言え る 。 
童 は 、 水 神 と し て 、 ア スト ラル ライ ト に 大 き な 感 化 を 与え る 。 


悪く 汚染 され た アス トラ ル ライ ト は 地 を 遣う 。 
蛇 と いっ た 喝 虫 類 は 地 を 店 う 。 
悪く 汚染 され た アス トラ ル ライ ト を 蛇 や 竜 に 例え る 事 が 有る 。 


人 の 罪 へ の 天神 で ある 巨大 な 奇形 な 過 虫 類 が 現れ て 人 々 を っ た が 討た れ 
た 、 と いう 伝説 が 多く 残さ れ て いる 。 

例え ば 、 フ ラン ス の ヴイ ー ヴ ル ま た の 名 を ワイ バー ン 、 グ ラウ リ 、 ガ ー ゴ 
イル 、 タ ラス ク で ある 。 


古代 ギリ シャ で は 、 天 神 の 偽 竜 を 討っ た り し た 英雄 を 、 罪 の つぐ な い を し 
て 人 を 神 と 和解 させ た 者 、 人 と 神 の 仲介 者 、 神 の 子 と 見 な し 、 王 に し た り し 
た 。 

その た め 、 古 代 ギ リ シ ャ の 大 衆 は 、 神 (ゼウス ) を あちこち で 神 の 子 を 作っ 
た 浮気 者 と 誤解 し て し まっ た 。 


堕天 は 「 水 の 元素 の 魔術 」 と 「 変 化 の 魔術 」 と 「 土 の 元素 の 魔術 」 に よる 
下降 で ある 、 と 言え る 。 


4 水 の 元素 の 魔術 
2 変化 の 魔術 
3 土 の 元素 の 魔術 


堕天 が 「 水 の 元素 の 魔術 」 と 「 変 化 の 魔術 」 と 「 土 の 元素 の 魔術 」 に よる 
下降 で ある の は 、「 朝 は 4 本 足 、 昼 は 2 本 足 、 夜 は 3 本 足 の 動物 は 何 か ?」 
と いう スフィンクス の 謎 の 鍵 の 1 つ で ある 、 か も し れ な い 。 


男性 神 が 堕 天 で 創世 し て いる 影響 で 、 魚 は 腐敗 が 速く 独特 の 臭み が 有り 、 
虫 と いっ た 無 脊椎 動物 は 不快 な 姿 形 で ある 、 か も し れ な い 。 


4 魚 
2 昆虫 以外 の 虫 と いっ た 無 脊 椎 動物 
3 昆虫 


ーー 部 の 絶対 神 は 5 つ に 分 けら れる 、 か も し れ な い 。 


1 太陽 神 と いっ た 星 が 体 で ある 絶対 神 

2 ぬい ぐる み の よ うな 簡略 化 ( デ フォ ル メ ) さ れ た よう な 体 の 絶対 神 
3 宝石 が 体 で ある 絶対 神 機械 神 植物 が 体 で ある 神 

4 竜 犬 の 神 狼 の 神 イル カ の 神 

5 猫 の 神 ライ オン の 神鳥 の 神 


古事 記 と 日 本 書 紀 の 三位一体 


大 己貴 (オオ ナム チ ) ま た は 大 国 主 (オオ クニ ヌシ )、 少 彦名 (スク ナビ コナ )、 
三輪 山 の 大 物 主 ( オ オモ ノ ヌ シ ) は 古事 記 と 日 本 書 紀 の 三 位 一 体 で ある 。 


1 人 称 ( に ん し ょ う ) は 己 ( お の れ ) で ある 。 
大 己貴 (オオ ナム チ ) に は 己 ( お の れ ) と いう 文字 が 有る 。 


数 1 は 数 2 より 少な い 。 

数 2 で 多い 少な いと いう 概念 が 表れ る 。 

少 彦名 (スク ナビ コナ ) は 数 2 の 中 の 数 1 で ある 。 

その た め 、 少 彦名 (スク ナビ コナ ) は 大 己貴 (オオ ナム チ ) ま た は 大 国 主 (オオ 
クニ ヌン シン) で ある 、 と 言え る 。 


日 本 書 紀 で 三輪 山 の 大 物 主 (オオ モノ ヌシ ) は 大 国 主 の 幸 魂 (さき みた ま )、 奇 
魂 ( く し みた ま ) で ある と 話し て いる 。 
輸 を 特定 する に は 3 つの 座標 が 必要 で ある 。 


残念 な が ら 、 日 本 の 神道 (し ん と う ) は 、 古 事 記 と 日 本 書 紀 の 象徴 的 な 神話 
以外 、 具 体 的 な 教え な ど が 失わ れ て し まっ た 。 


